












An Analytical Framework for the Factors Affecting
International Negotiations




In order to devise a strategy to maximize a country's interests in international negotia-
tions, one needs to deal with a challenge of examining a number of factors that affect the
courses of development of international negotiations.
This paper presents an analytical framework for such examinations with three perspec-
tives - interests, power and processes.
This paper aims to illuminate, with examples from real negotiations, not only how cer-
tain factors affect international negotiations, but also how they are interrelated.
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することに意義があるとされているが、ここで提示したアプローチは、利害関係、力関係、プロセ
スの3つの視点の相互の関係を勘案しつつ総合的に分析を行うという点に特徴があるが、上述の他
の分析アプローチの有用性を否定するものではなく、それを補完するものと位置付けている。
また、利害関係、力関係、プロセスの3つの視点のうちのいずれが重要かということではなく、
3つの視点のすべてを活用して分析を行って戦略を立てることが重要である。
実際の事例の分析への更なる適用を通じて、どのような場合にどの要因が大きな影響を与えたか
を考察し、 3つの視点にかかわる種々の要因の影響の仕方、相互の関係等につき、更なる検証・考
察を行っていくことも重要である。
課題の一つとして、種々の交渉の場が持つ特徴の違いを本稿で挙げた_3つの視点に照らして分析
することにより~、それぞれの場の特徴が交渉の展開に与える影響を明確化することがある。この分
析結果は、それぞれの場で行われている交渉の戦略策定に活用できるとともに、あるテーマについ
て、どのような場ではどのような成果が期待できるか、または、期待できないかを示すことにより、
種々の場を使い分けて活用するという戦略の策定にも活かすことができる。
